
学校運営協議会記録 

第４回 学校運営協議会 

 

令和７年２月 ２７日 木曜日 

内 
 
 

容 

１ 会長あいさつ 

２ 学校評価について 

３ 学力向上プランの成果と課題 

４ 育友会活動について 

５ 次年度の予定について 

６ 協議 

７ 退任あいさつ 

８ 閉会あいさつ 

名前 内           容 

教頭 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本校教諭 
 

会長 
 

○学校評価について 

 ・説明（教頭） 
 

 ・学校関係者評価 

   Ａ委員：あ・は・は運動」とは何か。 

       横断歩道でお辞儀をする子を見て、感心した。 

       あいさつがしっかりしている。バスの乗り降りのときのあいさつ。 

   Ｂ委員：お辞儀は、登下校時だけでなく、普段からしている。 

       永田の横断歩道で、保護者が見守っている姿がいい。 

   Ｃ委員：保護者の評価が落ちているように感じるが、保護者は自分の子に対

する期待が大きいということか。 

      →教頭：少人数のため、一人が占める割合が大きい。 

保護者は自分の子を見て判断するので、厳しい評価になるこ

ともある。 

   Ｄ委員：学習を通して、地域の方と接する機会が多いのはいいこと。 

   Ｅ委員：給食の量について、満足な量を食べることができているのか。 

      →教頭：量については、特に変化はなく、少ないということはない。 

   Ｄ委員：給食の試食会などはないのか。 

      →校長：本校では行っていない。 

実施できると、学校の見える化にもつながると感じる。 

   Ｆ委員：朝食を食べていない子を把握しているか。 

      →教頭：毎日ではないが、食べているものがお菓子のようなものであ

る人もいる。 

      →校長：子どもの前で一斉に調査することはしない。（個人情報保護

の観点から） 

   Ｇ委員：ICT 教育の推進によって、さまざまなことが効率的になった。一方

で、管理面については注意が必要。（間違った操作、有害サイトへ

のアクセス、子ども同士のメッセージのやり取り、誹謗中傷など） 

      →教頭：検索の履歴などは研究所で把握できる。望ましくないサイト

はブロックされる。 
    

○学力向上プランの成果と課題 
  

○育友会活動について 

 ・２月２０日（木）育友会臨時総会 
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教頭 
 
 
 
 
 
 
 
 

会長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校長 

会長 
 
 

副会長 

  目的：今後、学校の規模に合った育友会にしていく必要があるため 

  予算：非常食等の備蓄 

体育館掲示用の校訓レリーフ 

  会則改正案：可決 

  市・県の PTA 連盟から脱退するか、加盟したままスリム化を図るか 

  →現在、書面にて意思を確認しているところ 
 

○次年度の予定について 

 ・年間３～４回を予定している 

・詳細については、新体制が整ってから連絡する 

４月 ９日：入学式 

   ２５日：育友会総会 

５月２５日：運動会 

６月 ３日：プール清掃（地域の方にも協力いただきたい） 

１２月７日：そとめっ子発表会 
 

○協議 

 ①各委員からの連絡、紹介等 

  Ｇ委員：次年度、夕焼けキッズと神浦小校区の学童クラブとの統廃合の予定 

  Ｂ委員：３月１日（土）１６時から「がんばらんど」で、少年補導員活動の紹

介をする。 

      社会福祉協議会のバスの維持・管理が、金銭面で厳しいところがあ

る。寄付金などの減少が原因。協力をお願いしたい。自治会の総会等

で呼び掛けてほしい。 
      

 ②年度末・年度初めの行事等について 

  ３月１８日：卒業式 

    ２４日：離任式 

  ４月 ９日：入学式 
 
 

○退任あいさつ 
 
 
 

○閉会あいさつ 
 

 


